
令和４年８月２９日　現在

予定 No. 議員名 質　　問　　要　　旨
1 酒向信幸 １　令和４年度重点事業未来への５か条について

　①　「命を護る」について

　　Ⅰ　新型コロナウイルス第7波の状況下の中、本市は心身の健康と心の健
　　　康、まちの健康を掲げ政策を進めているが、私たちが暮らすまち、市
　　　民の生活を護るための今後の考えを伺う

　　Ⅱ　大規模災害の対策として多くの企業や団体と協定を結んでいるが、
　　　確実に機能させるために必要なことを伺う

　②　「人を創る」について　全世代にこのまちに住み続けたい、移り住みた
　　いと思ってもらうことが大切である。特に若者世代へ地元企業の良さや、
　　地域の方々との繋がりをどのように政策に組み込んでいくか伺う

　③「街を興す」　若者世代のインターンシップ制度創設で未来の人材確保
　　は大切だが、深刻な人材不足の解消策としては、このまちに住みここに
　　働き場があることが大切である。魅力ある移住定住施策の考えを伺う

　④　「暮らしを繋ぐ」　地域における里山、清流、文化や歴史をはじめと
　　した地域資源を孫子の代まで繋ぐことが私たちの使命とあるが、今後継
　　承していくことが困難と考えるが大切なことは何か伺う

　⑤　「庁舎を展く」　新庁舎計画は白紙に戻った今、検証するための市民
　　アンケートがどのように活かされるのか。またコロナによって社会情勢
　　が変わった今、新しい庁舎はどうあるべきか伺う

２　自治体ＤＸについて

　①　総務省は令和2年に自治体DX推進計画を策定した。推進計画の中には6
　　つの重点取組事項が記載されているが本市の考えを伺う

　　Ⅰ　情報システムの標準化・共通化の考え

　　Ⅱ　マイナンバーカードの普及促進状況

　　Ⅲ　行政手続きのオンライン化の考え

　　Ⅳ　ＡＩ・ＲＰＡの利用促進についての考え

　　Ⅴ　テレワークの推進についての考え

　　Ⅵ　セキュリティ対策について

３　みのかも農業ビジョンについて

　①　2030年の美濃加茂市の農業の実現、その未来に向けて、第6次総合計画
　　や各種計画と整合性を図りながら「担い手育成」「食の循環」「環境保
　　全」を重点施策と位置づけたみのかも農業ビジョンが昨年度策定された。
　　各重点施策には6つの施策が示されているがその中の施策から伺う

　　Ⅰ　「担い手育成」次世代の担い手育成　農業の魅力の伝え方や農業を
　　　志す若者への支援策の考え

　　Ⅱ「食の循環」みのかもブランドの育成　「里山印」としてブランド化
　　　を生産者にどのように理解してもらうのか

　　Ⅲ「環境保全」耕作放棄地の解消　今後深刻化していく耕作放棄地をど
　　　のように解消していくのか、打つ手はあるのか

４　社会資本総合整備計画について

　①　社会資本整備総合交付金は国土交通省所管の地方公共団体向け個別補
　　助金を一つの交付金に原則一括し、地方公共団体にとって自由度が高く、
　　創意工夫を活かせる総合的な交付金として平成22年度に創設された。交
　　付金を活用した計画から事業完了までの流れを伺う

　②　地域住民の命と暮らしを守る総合的な老朽化対策や、事前防災・減災
　　対策の取組み、地域における総合的な生活空間の安全確保の取組みを集
　　中的に支援する防災・安全交付金が平成24年度に創設された。本市が平
　　成27年度から29年度に取り組んだ、災害に強いまちづくり(防災・安全)
　　として実施された事業の計画と成果について伺う

　③　令和2年度から3年度で計画された美濃太田駅南地区の安全で快適な都
　　市環境の再整備計画について計画の目標と成果について伺う
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予定 No. 議員名 質　　問　　要　　旨
酒向信幸
　 続き

　④　平成30年度から令和4年度にかけて計画されている安全な住環境の整備
　　推進計画(防災・安全)について、計画目標と進捗状況について伺う

　⑤　令和2年度から3年度にかけて多面的な健康づくりの場として、安心し
　　て安全に利用できる賑わいある公園整備として公園施設の長寿命化整備
　　として計画され、整備に向けて令和6年度まで事業化されていますが計画
　　の目標と進捗状況を伺う

５　都市公園長寿命化修繕計画について

　①　平成25年度から令和4年度にかけて都市公園長寿命化修繕計画の中で公
　　園施設の状況を把握・整理し適切な施設点検、維持補修等の維持管理方
　　針を検討する期間としてあるが、現状について伺う

　②　10年間の期間を経て今後の市内の都市公園の整備ついて伺う

６　前平公園再整備について

　①　再整備に向けて再整備基本構想、基本計画を策定し、国の社会資本整備
　　総合交付金を活用し整備が計画されていたが、公園の整備を行う民間の事
　　業者を公募し選定するパークＰＦＩ方式へ方向転した理由について伺う

　②　パークＰＦＩを導入することによって、公園利用者、公園管理者、民間
　　事業者、この地域へのどのようなメリットがあるのか伺う

７　牧野ふれあい広場について

　①　令和６年度の完成を目指して整備が進んでいる。完成後は市民スポー
　　ツの振興を図るための公園、また地域の防災拠点機能を備える公園でも
　　ある。開園後の公園の管理体制、防犯対策について伺う

８　小規模特認校制度について

　①　本市は平成29年４月からこの制度を導入しました。制度開始から5年が
　　経過したが現状について伺います。またこの制度対する理解や認知度に
　　対する考えを伺う

９　副市長職務について

　①　職務に就かれて５か月経つが、今後の市政に対する考えや、思いを伺う

2 前田孝 １　コロナウイルス感染症対策について

　①　市内の感染者数と現在の自宅待機者数

　②　ワクチン接種１回目～４回目の接種状況（12歳以上）

　③　小児ワクチン接種（５歳～11歳）の状況と今後の計画

　④　岐阜県ＢＡ.５対策強化宣言が発出され市町村への要請事項があるがそ
　　の主な内容は

　⑤　県の感染予防対策事業としてコロナウイルス関連検査無料事業がある
　　が、その現状と事業の期間延長や取扱店の拡大について県に要請すべき
　　では
　⑥　市としてＰＣＲ検査や抗原適性検査を希望する市民に対して無料にで
　　きないか

２　市役所新庁舎建設について

　①　市民アンケート4,000人への回収状況は

　②　アンケート結果の市民への報告はいつ頃になるのか

　③　アンケート以後新庁舎建設についての提案は、いつ頃予定しているか

３　旧統一教会関連団体に対する本市との関係について

　①　教会関連団体イベント「ピースロード」に対し本市は後援しているが
　　その内容は
　②　県内40の市町村がこのイベントを後援しているが、このうち12市町村
　　が教会関連団体と認識している。本市もこの中に含まれているが、どう
　　して後援したのか

　③　今後このような団体とは関係を断ち切るべきと思うが
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予定 No. 議員名 質　　問　　要　　旨
3 金井文敏 １　中学校入学支援制度について

　①　入学に関わる出費は

　②　現金給付は

　③　負担軽減策は

２　ヤングケアラーの実態調査について

　①　実態調査の取り組みは

　②　当市の相談体制は

３　子ども医療費助成事業を18歳に拡大することについて

　①　現在の市の負担分は

　②　県内他市の助成状況は

　③　市の見解は

4 髙井厚 １　離農や耕作放棄地の拡大抑制について

　①　農地の集約状況について、市内の現状と今後の方向性を伺う

　②　農機具の買い替えの負担軽減について、当局の考えを伺う

　③　農機具の利用しやすいレンタル制度の構築策について伺う

　④　兼業農家、小規模多品目農業についての当局の考えを伺う

２　地域部活動に向けた今後の中学校部活動について

　①　中学校の部活動は、自主的・自発的な参加によるとされているが、生
　　徒たちの所属については、本市はどのように指導しているのか（悉皆加
　　入か）

　②　指導経験のない部活で指導に当たっている教師の人数と割合は

　③　地域人材活用について本年度、保護者からはどのような声が校長や教
　　育委員会に入ってきているか

　④　学校教育の一環としての部活動運営の観点から、地域人材の確保や研
　　修体制はどう図っているのか

　⑤　将来的な地域部活動の運営主体の在り方や方向性について

5 森厚夫 １　新庁舎建設

　①　市民アンケート集計後の進め方について

２　自治会組織のあり方

　①　自治会未加入者への加入促進について

6 山田栄 １　文化の森について

　①　文化の森で管理している収蔵品の状況について、種別及びその数量・
　　収蔵スペースの状況・新収蔵庫建設の計画は

　②　防災拠点としての整備状況及び今後の整備計画

　③　指定文化財の保存状況と管理に対する補助について

　④　施設内の防犯対策（防犯灯・防犯カメラ）は
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予定 No. 議員名 質　　問　　要　　旨

２　商業ビルについて

　①　特別委員会、報告会等で示された資料では2019年度から30年間でのラ
　　ンニングコストは約30億円が計算され、本年は３年目に入り空調工事等
　　補正予算が計上されている。今後の計画推進に当たっての費用の見込は

　②　区分所有者とのランニングコストの協議は

３　観光について

　①　おん祭みのかも花火大会について

　　Ⅰ　復活した花火大会の評価は

　　Ⅱ　対岸の可児市との連携についての取り組みは

　②　「太田の渡し」の実証実験は雨天で延期となっているが、実験をどう
　　生かす方針なのか

　③　今渡ダムにあった「川合の渡し」について

　④　小山のウォーターフロント公園の整備計画はじめ水辺整備はどのよう
　　に進めるのか

　⑤　「鎌倉殿の13人」ゆかりの地巡りについて

7 柘植宏一 １　発達支援センターについて

　①　発達支援センター設置の時期、場所、推進体制はどうか

　②　「発達支援センターの必要機能に関する提言」に対する感想について

　　Ⅰ　市長の感想

　　Ⅱ　教育長の感想

　③　提言の取り扱い及び発達支援に関わる方針あるいは計画の策定について

　④　センター設置の庁内協議におけるアドバイザーの活用について

２　学校改革について

　①　映画「夢見る小学校」の感想について

　　Ⅰ　市長の感想

　　Ⅱ　教育長の感想

　②　美濃加茂市における「通知表のない学校」や「体験学習型を中心とし
　　た学校」づくりに対する市長の所感は

３　部活動の地域移行について

　①　部活動の地域移行は社会教育の一環として取り組むべきと考えるがど
　　うか

　②　専門家を交えた検討チームの早期設置について

４　まちづくり協議会のあり方について

　①　まちづくり協議会の総合的な見直しについて

8 片桐美良 １　ヘルステック健康まちづくり事業について

　①　事業の進捗状況は

　②　事業推進３者連携でのそれぞれの役割は

　③　事業参加利用者をどの様な方策で募る考えでいるか

　④　クアオルトウオーキングについて

　⑤　みのかもヘルステックコンソーシアムについて
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予定 No. 議員名 質　　問　　要　　旨

２　健康づくり事業について

　①　特定検診の受診率に対する当市と県内北部各市との差についての分析
　　所見は

　②　糖尿病重症化予防予算(243万円)での委託内容は

　③　高齢者の健康寿命の延伸の対策は

３　まち協の現状と課題について

　①　活動のあり方と各種団体との連携について

　②　まち協の立ち位置とリーダー(キーマン)について

４　連絡所の役割とあり方について

　①　連絡所の役割とあり方についての考え

　②　連絡所長の会計通帳預かりについて

　③　連絡所長の業務軽減について

9 村瀬正樹 １　新庁舎整備アンケートについて

　①　アンケート用紙配送者の選定方法は

　②　回収率や集計の進み具合は

　③　分析後のすすめ方は

　④　周知方法はこれでよいか

２　教師の働き方改革について

　①　時間外勤務の実状

　②　中学校の部活

　③　ＩＣＴ教育に伴う研修

　④　道徳をはじめとする評価と通知表

　⑤　保護者対応と家庭での教育力低下

10 永田徳男 １　水害について

　①　市として、水害に対しての考え方は。雨量等何か基準はあるのか

　②　ハザードマップが公表された後水害対策の具体的な取り組みの変更は
　　あったのか

　③　新丸山ダムの建設完了、運用開始予定は

　④　新丸山ダムが完成するまでの間、それまでにどのような対策が考えら
　　れるのか

２　立地適正化計画について

　①　この制度で国が目指している目的は何か

　②　この制度の活用は、美濃加茂市に対してどのようなメリットがあるのか

　③　この制度の行政に対してのデメリットは

　④　日本中でこの制度での開発は現在あるのか

　⑤　古井駅周辺の立地適正化計画は考えているか

8/31
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片桐美良
　 続き
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予定 No. 議員名 質　　問　　要　　旨
11 田口智子 １　健康寿命の延伸について

　①　ヘルステック事業の現在の状況について

　②　「健康１０か条」の内容や期待できる効果について

　③　市民、企業に対する健康意識を高めるために行政の役割や今後の取組
　　について

２　特色ある教育について

　①　これまで行ってきた本市の特色ある教育について

　②　学力調査の結果を踏まえてどのような課題があるか、今後どのような
　　教育活動に力を入れていくか。

　③　特色ある教育活動として、金融リテラシーやＤＸ等を取り入れてはど
　　うか

３　脱炭素の取組について

　①　市内の公共施設の脱炭素化についての考えや現在の計画は

　②　災害時の避難所である小中学校体育館の空調、再生可能エネルギーの
　　利用について

12 渡辺孝男 １　小中学校のプール授業について

　①　プールが老朽化等の理由で水泳授業ができない学校プールは市内に何
　　校あるか

　②　学習指導要領の中で水泳授業はどのように明示されているか

　③　水泳授業の民間プール活用を広げていきたい、と令和元年に回答され
　　ているが、現時点での進捗状況はどのようになっているか

２　公共施設に設置してあるＡＥＤの保守管理について

　①　市内の公共施設、学校も含めＡＥＤ設置総台数及び保守管理はどのよ
　　うに実施しているか

　②　本市は外国人比率が高いが、市内に設置してあるＡＥＤは外国籍の方
　　も使用できるマニュアル等になっているか

３　令和４年４月１日に施行された県の自転車条例について市の対応は

　①　令和４年１０月１日から自転車保険の加入義務化、ヘルメットの着用
　　努力義務が施行されるが、市民に対しどのように情報提供等実施するか

　②　自転車保険の加入義務化等、小中学生に対しての周知及び確認方法は
　　どのようにするか

　③　市が所有している自転車の台数及び保険などの対応はどの部署がどの
　　ように進めるか。また、自転車通勤している職員への周知方法等はどの
　　ようにするか

13 森弓子 １　企業誘致の仲介役とは

　①　牧野地域に進出の企業に関して

　　Ⅰ　今後の車両通行量の増加・騒音を心配する住民

　　Ⅱ　地図では八百津町道に囲まれ、美濃加茂市と八百津町が入り組んでい
るが、八百津町の関わりは

　　Ⅲ　赤道の払い下げ申請を機会に、他の進入路、あるいは道路拡幅を考え
てはどうか

　　Ⅳ　企業進出の説明会の開催を希望される方が多いが

２　農地転用の権限移譲を

　①　ミニ開発の道路は行き止まりが多く、地域の全体計画にそぐわない点が
ある。1,000㎡以下の農地転用の可否を、権限移譲を受け市で決定したほうが、
市の計画に沿うし早いと考えるが
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予定 No. 議員名 質　　問　　要　　旨

３　オーガニック給食について

　①　一品の実施をオーガニックの日、10月29日辺りで実施してはどうか

　　Ⅰ　保育園

　　Ⅱ　学校

　②　食育講演会の実施計画を示していただきたい

４　コロナワクチンとマスク

　①　子どもへのワクチン接種は慎重に

　　Ⅰ　コロナの予防は２類、５類の話はあるが、基礎体温を上げ、免疫力を
　　　高める食事や漢方薬など、ワクチン以外にもある感染予防効果があるこ
　　　とを知らせる。抗酸化の体質を作るなどの情報を市民に発信しては

　　Ⅱ　治験が2023年５月～2024年２月に延び、エビデンスがない。ワクチン
　　　の効果のデータがない。ワクチンの副反応の報告が多い。重篤な後遺症
　　　が起きても後遺症と認められない。このような状況に対する見解

　　Ⅲ　泉大津南出市長の講演会を開催してはどうか

　②　熱中症対策を優先したコロナ対策

　　Ⅰ　厚生労働省が「咳エチケットで感染拡大防止」のポスターにも書いて
　　　ある通り、マスクは症状のある人が他人に飛沫を飛ばさないようにする
　　　ために使うものと明記されている。飛沫感染ではなく空気感染と分かっ
　　　たので、マスクの効果はない。その認識はあるか

　　Ⅱ　児童生徒には、熱中症対策を優先させることを明確にすべきだと考え
　　　るがどうか

　　Ⅲ　図書館と文化の森や公園でのマスクの不着用を認める表示を

14 坂井文好 １　食糧安全保障について

　①　2021年度の食料自給率（カロリーベース）は38％となり、前年度より1
　　ポイント上昇した。米から転作奨励されている自給率の低い小麦・大豆の
　　生産量が増えたことが要因とされるが、本市における状況は

　②　岐阜県の食料自給率（カロリーベース）は24％と低いが、その要因と本
　　市における食料自給率は。向上策はあるか

　③　農業ビジョンに示される「みのかもで作ったものはみのかもで食べる。
　　みのかもで食べるものはみのかもで作る」から、本市の地産地消率は。
　　向上策はあるか

　④　「地産地消」から「地消地産」への転換を図るべきと考えるが、給食
　　のオーガニック化への要望対応としての見解は

　　Ⅰ　保育園

　　Ⅱ　学校

　⑤　コロナ禍を経て、雇用情勢が大きく変化している。農業における外国
　　人労働者の就労状況は

　⑥　ここ２年～３年間にコロナ禍により、大きく環境が変化したが農業ビ
　　ジョンの見直しはあるか

２　堂上蜂屋柿振興について

　①　美濃加茂市の農産物トップブランドとして、今後の展開は

　②　職員の副業基準に「農業」を明記する自治体が増えている。「地域貢
　　献」や「公共性」の観点で検討できないか

３　新産業集積地区開発について

　①　開発計画の進捗状況は

　②　渋滞緩和策として、美濃加茂ＩＣ周辺道路の整備計画の進捗状況は

　③　ウォーカブルシティや蜂屋地区のまちづくりとの関連性については

※進行の状況によって、午後の予定の議員が、午前に繰り上がる場合があります。

森弓子
　 続き
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